












































































































































































































































































































































































































































遺跡出土品を手がかりとして探ってみましょう。　　　　  　（南 健太郎）
いざなぎのみこと
縄文のモモ、弥生のモモ
飛鳥時代の官営窯から鹿田遺跡に運ばれた須恵器
－土器の産地に迫る胎土分析－
　鹿田遺跡では７世紀前葉を前後する時期
に短期間営まれた集落が確認されています。
この時期の遺構は外来診療棟（第１次調査
地点）とその周辺に限られており、小規模な
集落であったといえます。しかし出土遺物の
中には当該期の鹿田遺跡の性格を考える上
で重要なものが含まれています。それは第１
次、第23次調査出土の須恵器です。須恵器
は生産地によって異なる胎土が使用されてい
ることから、胎土分析によってどこからもたら
されたものかを推定することができます。両
調査地点で出土した須恵器の中には灰白色
で焼きが非常によいものがあり、これらは胎
土分析の結果、岡山県瀬戸内市寒風古窯跡
群で生産されたものであることがわかりまし
た。さらに寒風産とされた第1次調査地点竪
穴住居26出土須恵器は小型の壺と蓋がセッ
トで出土しており、灰のかかり方から蓋を被
せた状態で焼かれて、そのまま鹿田遺跡にも
たらされたと考えられます。
　７～８世紀に寒風古窯跡群の所在する邑
久地域で焼かれた製品の中には、藤原京や
平城京に運ばれたものがあることが胎土分析
から指摘されています。また寒風古窯跡群
では鴟尾や硯、文字が刻字された須恵器、
陶馬といった当時の国府や官衙的な性格を有
した遺跡で出土する遺物が生産されていま
す。これらのことから官営的な生産が展開さ
れた窯であると考えられています。
　小規模で、限定された期間しか営まれな
かった鹿田集落ですが、寒風産須恵器の出
土は瀬戸内海と旭川という重要な交通・物資
運搬ルートに臨むという立地から、当時の社
会でも重要な位置を占めていたものと思われ
ます。
???????
※須恵器の胎土分析は岡山理科大学生物地球学部の白石純氏によるものです。
